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　Sanriku International  

　　Arts Festival 2025 

in 釡石
15団体
出演決定 
　　10月4～5日『釡石プログラム』 

開幕虎舞＆夜の「神楽宿」｜三陸芸能ユース
ミーティング in 釡石｜東北の百姓一揆と芸能

　　　　　　　　　15の郷土芸能団体が釡石に集結 

三陸国際芸術祭2025（サンフェス2025）は「醸ス（カモス）」をテーマに、各
地の芸能が集う祝祭『釡石プログラム』国境を超え芸能者とアーティストが舞台作
品を制作する『陸前高田・八戸国際交流プログラム』三陸のまつりを広く発信す
る『三陸芸能LINKプログラム』の三つで構成されます。 

その一つ、10月4日5日に開催される『釡石プログラム』では、岩手県釡石市民文
化会館TETTO全館を使って、三陸13市町村から15の郷土芸能が集う大公演が展
開されます。 

◉釡石プログラムの詳細 
10月4日（土）開幕虎舞＆夜の「神楽宿」 
10月5日（日）三陸芸能ユースミーティング in 釡石｜東北の百姓一揆と芸能｜津
波が醸した食と芸能｜三陸未来芸能祭 in 釡石｜踊れ三陸！三陸祝祭音楽と盆踊り
フェス in TETTO　 

＊地酒・浜千鳥 & ご当地グルメ等のキッチンカーコーナーあり 

◉出演15芸能団体 
錦町虎舞｜鵜鳥神楽｜金澤神楽｜瀧澤鶏舞｜大宮神楽｜救沢念仏剣舞｜花輪鹿踊
り｜八幡大神楽｜小川鹿踊｜門中組虎舞｜行山流高瀬鹿踊｜鵜住居虎舞｜ 
ハ太郎おしまこ｜なもみ太鼓｜田代盆踊り 

ダイナミックな芸能シーンが体験できるサンフェス2025『釡石プログラム』 
三陸内13市町村から出演する、15の演舞団体を詳しくご紹介致します。
>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>>> 
今年のサンフェスは釡石・陸前高田・八戸を回り、11ヶ国のアーティストや芸能関係者
が交流を深める多彩なプログラムとなっています。また、三陸各地のまつりを広く発信
し、芸能ツーリズムを盛り上げます（サンフェス2025展開事業概要は、最終頁で詳細を
記述）



錦町虎舞｜錦町青年会　にしきちょうとらまい 
岩手県釡石市 

錦町虎舞は、門前虎舞と称したが町名の変更により「錦町
虎舞」と呼称しています。虎頭も古昔は権現頭を虎様に彫
刻したものを使用していたが、大正期に門前居住の藤沢高
一氏により工夫製作された張り子製となりよりリアルなも
のに変化し、軽くて自由に虎頭を動かせることにより、舞
が活発勇壮に踊るようになったと同町の虎舞の長老故澤田
長助氏は語っていました。毎年10月の尾崎祭、6月の綿津
見祭の祭礼供奉の他、各種芸能大会で披露されています。 
錦町虎舞は市内虎舞団体の中でも重厚で内容豊かな代表的
団体といわれ、市の無形文化財「釡石虎舞」の一つです。 

鵜鳥神楽保存会   うのとりかぐらほぞんかい 
岩手県普代村 

鵜鳥神楽は山伏神楽の典型的な神楽で、普代村鳥居に鎮座
する鵜鳥神社の神霊を移した獅子頭を権現様として、毎年1
月から3月にかけて大漁成就・五穀豊穣や家内安全などの祈
祷を行なうため巡業しています。この巡業は岩手県久慈市
まで北上する「北廻り」と同県釡石市まで南下する「南廻
り」を各年で行ないます。神楽を受け入れる地域の人々か
らは「鵜鳥様」と称されています。このような巡業形態
は、全国的にも類例がなく、貴重な習俗が継続されている
ことから、平成27年に国の「重要無形民俗文化財」に指定
されました。



金澤神楽 　かねざわかぐら 
岩手県大槌町 

文化12年（1815年）頃に大槌町金澤地区に伝わる山伏系
神楽です。祭事・仏事での奉納や民間の宿神楽（巡業神
楽）としても古くから人々の間で親しまれてきました。 

金澤地区祭事は元より昭和15年より大槌稲荷神社に仕え、
冬場の巡業など盛んな活動が行われてきました。 

瀧澤鶏舞保存会   たきさわけいばいほぞんかい 
岩手県洋野町 

瀧澤鶏舞は、洋野町種市瀧澤地区に伝わる郷土芸能で、安
政年間(1854-1860)に伝承されたと伝えられております。 

岩手県のほぼ全域にみられる風流念仏踊りの一種である剣
舞と深く関わる一方で、鳥兜などの衣装や墓念仏の詞章に
みられるように山伏神楽の影響もあるといわれています。 
踊り手は、ヤナギ(花)を中心に円陣となり、お囃子にあわ
せ、20種類以上もの舞を踊ります。



大宮神楽｜大宮神楽保存会　おおみやかぐら  
岩手県田野畑村 

大宮神楽は鎌倉時代の延元2年（1337年）、当時大宮神社
の別当で、羽黒派山伏の栄福院によって伝えられた山伏神
楽です。 田野畑村羅賀に鎮座する大宮神社の御心霊を権現
様に移して、悪魔祓い、火伏、無病息災、家内安全、五穀
豊穣、大漁成就、商売繁盛など幸せを祈って祈祷の舞をし
ます。テンポが速く、三拍子のリズムで躍動感あふれる、
勇壮かつダイナミックに舞うというのが特徴です。 

救沢念仏剣舞｜救沢念仏剣舞保存会 
すくいざわねんぶつけんばい 
岩手県岩泉町 

当地の念仏剣舞は、戦国時代のころ京都の方から高貴なお
方が岩泉にのがれて来て何年もたたぬうちに亡くなられた
ことから、そのお方の霊をなぐさめるために黒森山周辺の
部落を中心として剣舞や神楽を踊ったことから始まったも
のといわれています。踊りは亡くなった人の霊をなぐさめ
る目的で毎年お盆に踊られてきたもので、8種類の踊りから
構成されています。さらにそれぞれが3種類の踊り方によっ
て構成されるので、結局は20種類の踊り方があります。



花輪鹿子踊り保存会   はなわししおどりほぞんかい 
岩手県宮古市 

根城館に居を構えた閉伊頼基の家臣、花輪次郎が芸を好ん
で旅をし、越後から習い覚えたのが始まりといわれていま
す。寛永8年（1631年）には、花輪殿様で知られる南部二
十九代重信公が、花輪より盛岡に召される時の御供につ
き、盛岡城の御前で披露して南部家の九曜紋と向鶴の紋の
使用を許されたといわれています。 

毎年、4月の華森神社例大祭で奉納し、盆の15日には花輪
伝承館で鹿子踊りを披露して祖先を供養しています。 

八幡大神楽｜八幡大神楽保存会　はちまんだいかぐら 
岩手県山田町 

山田八幡宮神幸祭の役踊りとして、明治初期より踊られて
いると伝わっています。 

例大祭の神輿渡御の際は、必ず神輿の通り道を八幡大神楽
が清めてから（神輿を）通すこととなっています。 



小川鹿踊｜小川鹿踊保存会　こがわししおどり 
岩手県釡石市 

明治15年から16年に甲子村社（洞泉神社）の祭典の際、小
川集落には特別な芸能が無いために下回り役ばかりさせら
れていることに苦慮し、以前から交流のあった遠野郷上郷
村火尻（森の下）集落に伝えられている鹿踊の習得のため
三名の若者を派遣し６ヶ月間農作業を手伝う傍らそれぞれ
笛、太鼓、踊の習得に励み小川に持ち帰り、その後小川集
落の若者達が集まり集落ぐるみの練習に取り組み、現在ま
で継承されています。優雅な中に野に遊ぶ鹿達の姿が表現
され当時この集落にも多く生息していたという鹿と住民と
の結びつきが伺えます。 

門中組虎舞 　かどなかぐみとらまい　 
岩手県大船渡市　 

鎌倉時代、末崎の泊里浜（とまりはま）に御輿・祭器等を
乗せた一隻の船が漂着しました。地元の人々は不思議なこ
とだと驚き怪しみましたが、後に船に積まれてあった祭器
や神体を泊里地域に祭りました。 

これが現在の中森熊野神社です。熊野神社には数々の宝物
がありますが、その一つに獅子頭があり祭典で獅子舞を奉
納すれば「悪魔退散・五穀豊饒・大漁」の霊験あらたかな
るものありということで、門之浜・中井両地域の氏子たち
によって虎舞として受け継がれました。 



行山流高瀬鹿踊｜月山芸能保存会  
ぎょうざんりゅうたかせししおどり 
岩手県住田町 

高瀬鹿踊は住田町下有住に伝承される行山流山口派の鹿踊
り。月山神社で踊るため月山鹿踊とも称されます。文化7年
（1810年）下清水の忠吉が江刺市伊手へ出稼ぎした時に、
伊手の地ノ神屋敷の遠藤金蔵からこの鹿踊を伝授しまし
た。文化10年（1813年）にも、若者らが高瀬に金蔵を師
匠として呼び伝授を受けました。この後中立の伝授を受け
た忠吉は横田村（陸前高田市）猿楽屋敷の仁助に伝授して
いる。大正期に中断し近年再興しました。 

鵜住居虎舞｜鵜住居青年会　うのすまいとらまい 
岩手県釡石市 

鵜住居虎舞は、江戸時代中期に岩手県沿岸上閉伊郡より伝
わったとされます。当地の祭礼に奉納される太神楽の拍子
を取り入れたように思われる趣きを持ち、虎頭は優雅で 
「雌虎」といわれます。また、手踊りの演目が多いのが特
徴です。鵜住（うのすみ）神社に奉納する舞であり、鵜住
神社祭典には御神輿の御供として参加しています。昭和中
頃まで「若者會」により継承していましたが、その後「鵜
住居青年会」が継承しています。江戸時代中期に上閉伊郡
より伝わったとされています。平成24年、釡石虎舞の一つ
として、市の無形文化財に指定。 



八太郎おしまこ｜八太郎おしまこ保存会 
はったろうおしまこ 
青森県八戸市 

八太郎地区で伝承されるおしまこ節の盆踊りで、広場や境内な
どで円を作り、楽器を用いず歌と地面を摺る足音を伴奏にして
踊ります。歌は七七七五調の詞型で、声を重ね合わせながら掛け
合うという特徴があります。八戸地方のおしまこ節の古い歌唱
形態と、楽器を用いない八戸の盆踊の古い形態を保持していま
す。五穀豊穣を祈願するため、手は実り豊かな稲穂を表し、不
作の稲を表す手のひらを返す所作は、飢饉を想起させるため避
けれています。保存会では八太郎おしまこのほか、十六足とササ
ナニャドヤラの普及活動をしており、現在では子どもから大人
まで多くの町内住民などが親しんでおり、９月の小田八幡宮例
大祭などでも披露しています。八戸市指定無形民俗文化財。 

なもみ太鼓｜なもみ太鼓の会　なもみだいこ 
岩手県野田村 

伝承する神楽など伝統芸能が途絶える中、昭和63年4月に村の
若者が中心となり、新しい郷土芸能を創作しようと誕生しま
した。以来、村の祭りなどをはじめ、県内外の観光イベント、
文化行事等に参加しています。「なもみ」は、小正月に無病息
災、五穀豊穣などを願い家々を回る、村に伝わる伝統行事か
ら名付けました。震災、コロナ禍で活動難の時期もありまし
たが、元気な子供たちも加わり、次世代に継承できるよう週
２回の練習では、村の体育館で聴く人の心に響く太鼓を目標
に頑張っています。



田代盆踊｜田代盆踊愛好会　たしろぼんおどり 
青森県階上町 

田代の盆踊り｢ナニャドヤラ｣は、県境を接する岩手県大野
村や軽米町で広く踊られている形態を有しています。 

太鼓を中心としたリズミカルで躍動的な踊りで、愛好会の
結成は平成７年と比較的新しいのにもかかわらず、多くの
芸能大会で演舞が認められ、優秀な成績を収めています。 



三陸国際芸術祭 2025「醸ス」について 

                #踊れ三陸    #訪レて三陸 

………………………………………………………….. 

三陸の様々な地域のまつりを広く発信する『三陸芸能
LINK』事業を2025年9月から開始、創造的文化観光・
芸能ツーリズムのシーンを盛り上げます（三陸各地で
2026年3月まで継続）↓ 

10月4日5日『釡石プログラム』では、三陸15団体の芸
能ショーケースや未来芸能祭、次世代の芸能者が交流を
深めるミーティングを開催。また、東北の百姓一揆や食
と芸能の関係を掘り起こしていきます。歌と踊りで観客
も楽しむ盆踊りフェス、キッチンカーコーナーでは地酒
も楽しめます（会場｜岩手県釡石市民文化会館
TETTO）　↓ 

10月6日～12日は、岩手県陸前高田市にて『陸前高
田・八戸国際交流プログラム』を展開。オセアニアとア
ジアからアートフェスティバル関係者が集結する国際
ミーティングのほか、国際共同舞台作品『髪長姫』の制
作のため、インドネシア・台湾からアーティスト達が来
日し、三陸の芸能者・日本のダンサーや音楽家と交流を
醸しながらのクリエイションを実施、その途中経過を発
表するショーケース公演を開催します（会場｜陸前高田
市民文化会館 奇跡の一本松ホール）　↓ 

来年2月25日から青森県八戸市に海外からも含めた関係
者が集まり『髪長姫』の国際交流制作を再開、2月28
日・3月1日の両日に本公演を行います（会場｜八
戸市南郷文化ホール）

三陸国際芸術推進委員会　事務局

岡田　　

Tel:070-9143-8128　　Mail: info@sanfes.com�

住所：020-0044　盛岡市城西町5－30－101　

主催｜三陸国際芸術推進委員会　独立行政法人日本芸術文化振興会　文化庁
共催｜八戸市、階上町、洋野町、久慈市、野田村、普代村、田野畑村、岩泉町、
宮古市、山田町、大槌町、釡石市、大船渡市、陸前高田市、住田町、三陸鉄道株式会社、
公益社団法人全日本郷土芸能協会、特定非営利活動法人いわてアートサポートセンター、
特定非営利活動法人ジャパン・コンテンポラリーダンス・ネットワーク
協力｜認定NPO法人みちのくトレイルクラブ、合同会社imajimu、東北文化財映像研究所、
みんなのしるし合同会社、釜石市民ホールTETTO
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